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特集

新たな難病対策に向けて
難病対策の抜本的見直しと今後の方向性 西嶋康浩

難病医療の抱える諸課題と今後 牧野由美子

現場で求められる今後の相談・支援のあり方 川尻洋美

【実践報告】県と市町村の連携 小塚瑞枝

【実践報告】難病医療連絡協議会の活動 吉村まゆみ

よりよい難病対策を求めて 患者の立場から 伊藤たてお

タイにおけるヘルスボランティアの活動

学齢期の心の健康に保健師が関わることの意義
学校と保健所保健師の連携協働 櫻田淳

ヘルスプロモーションの5つの戦略をもとにした
企業におけるラジオ体操への取り組み 入谷智子

新しい健康日本21の取り組み事例 米山民恵
姫井先生と考える 健康に生き抜くためのヒント 姫井昭男
「困りごと」から考える

地域づくり型保健活動の考え方と進め方 岩永俊博
町で暮らし人と出会う 森まゆみ
ニュースウォーク 白井正夫
ナカイタ発 保健師へのつぶやき 中板育美

先月号の熱中症の特集は，企画

したときは，「6月号なら間に合

うだろう」と思っていた企画だ

が，今年は発行前に熱中症で倒れ

る人が出るような暑さとなってい

る。今月号の「活動指針」も，タ

イミングが微妙。雑誌の記事には

このようなことが起きる。 話の

角度はちょっと異なるが，雑誌の

特集や連載は，時代の潮流の先取

りをめざし，一歩ではなく，半歩

位先を行くのがよい，と言われ

る。出すぎず遅れず少し前をいく

のは大変だが，雑誌作りの面白い

一面である。そして，仕事との付

き合い方については，姫井先生の

連載をお読みください。(杉之尾)

気が付けばGWも終わり，景色

が青々としてきました。前号が店

頭に並ぶ頃に本号の編集後記を書

く，というのも不思議な感覚で

す。前任者も似たようなことを何

号かで書いていた気がします。

本号のPhotoとPICK UPに登

場する，鶴見区のマスコットキャ

ラクター「ワッくん」。ワッくん

は鶴見区がワニの顔の形に似てい

ることから生まれたそうです。素

朴なデザインがいいと思います。

キャラクターの使命とメッセージ

性が個性の由来となり，前衛的に

なったり没個性的になったり。皆

様の身近なキャラクターはいかが

でしょうか。 (平田)
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